[旧]富山大学学報，第364号 by [旧]富山大学






平成 7 年 5月発行
学 長 告 辞
品U-T-
. 平成 7 年度富山大学入学式 を挙行 一一一一一…・ 3 
学 内 規 則 … ー ・……・… 一一 一一 － 一 一一一一 5
諸 会 議 . . ......今 ・ー・ … 守 ……一一一一 14
学 事
． 平成 7 年度国際研 究集会派遣研 究員 の 決定 … 14
人 事 異 動 ……・ 一一一一 一 一 一… …… 1 5
学 内 諸 報
・ 名誉教授の称号授 与 一一… … … ……ー 一 1 5
・ 「平成 6 年度 エ ネル ギー 管理功績 賞」に
工学部 宮下教授 ーー……......…ー.. ....... …… 一 18
・ 海外渡航者一 一一一一一一一… …………… 19 
． 外国人来訪者 ・ー ー.. .....……·· ····－－·一一一一 19
-2-
報 第364号
職 員 消 息
． 住 所 変 更 … … ー ー… … ・… ー ー ………一一 一一 20 
． 新任者 住所 ………… ー …… …… 一一一一 20
・ 改 姓 ……・ ー……… … ……一 23 
・ 言卜 報 い ー …ー … ・ 一 ー 一 …… … …… 24
主 要 行 事…
資 料
。 平成 7 年 3 月卒業者数 ... ...·•· ·•······ .... 28 
・ 平成 7 年 3 月修 了者数 一・…......... ・ … 29 
・ 平成 6 年度修 了者一 覧 一…… ……… …… 30




平成 7 年度富山大学入学 式が ， 平成 7 年 4 月10日 （月） 午前 10時30 分か ら 富 山 市公会堂 に お いて 挙行 さ れ まし た 。
ま ず， 小黒学長 か ら 学部入学 生1 ,542名 ， 大学院入学 生311名 ， 合計 1 ,853名 （ う ち 外国人留学 生45名 を 含む。 ） の 新入
生に 入学 許可宣言が あ り ， 続いて学長か ら 告辞が あ り ま し た 。
こ れ に対 し て ， 新入 生を代表 し て 人文学部 言語文 化学科 亀永真理 さ ん が 「私た ち 新入 生一同 は在学中学 則を 守り ， 自
己 の研鎮に 努 め， さ ら な る未来へ の 展 望を広 げると と もに ， より 一 層の学識 を 深 めるよう 努力 いた し ま す 。 」と 力 強 く
宣誓し ま し た 。 式終 了後新入 生を 歓迎し て本学 合唱 団， ギタ ー ・ マ ン ド リ ン クラ ブ， フ ィ ルハーモー ニ ー 管 弦楽団に よ
る合唱及 び演奏が行 われ ， 引き 続き ， 教養教育 及 び学 生部 ・ 保健管理セ ン タ ー の オ リ エ ン テ ー シ ョ ン が行 われ ま し た 。
企 告辞の 小黒学長
｜ 入学 式学長 告辞（全文 ） ｜
本 日 富山大学 に入学 を 許可さ れ た 諸君 に ， 全学 の教職
員 を代表 し て ， 心か ら 御祝を 申し上 げま す 。 特 に ， 新 た
に大学に足 を 踏み 入 れ た 学部入学 生は ， 感慨も一入 と 思
いま す 。
大学 を 目 指 し て努力 し た 結果 が 今実 り ， 苦し か った 受
験時代 は終 り ま し た 。 こ れか ら 待ち に 待った 大学 生と し
て の 生活が始ま り ま す 。 こ こ に ， 諸君 の 夢の第一 歩が実
現し た と 云えま し ょう 。
し か し ， 当然 の こ と な が ら ， 大学 に 入学す るこ と が諸
君 の 最終 目 的 で は な いは ずで、す 。 し た が って ， 現時点 か
ら 卒業 の 時 を 思い浮か べ， そ の 時 ， ど の よう な 人 間 で あ
り たいか ， 大学で 何を 得た いか ， な ど， 大学 に入 った目
的 を 明 か に し て お く必要 が あ り ま す 。
こ の こ と は ， 諸君が大学 生と し て 過ごす ， 今後 の 数 年
聞を ， いか に 生き ， ど の よう に学 ぶか を 決定す る大 き な
要 素で あ り ま す 。 もし ， 大学に 入学 し た 目 的 が不 明で あ
れ ば， コ ン パ ス を持 た な い航海 と 同様 ， 自 ら の位置 も，
到達点 もま った く不明 の ま ま で時を 過ごす こ と に な り ま
し ょう 。 こ の こ と を充 分に 認識 し て ， 自 ら の 目 標を 改 め
て確 認す るこ と を 希望し ま す 。
次に ， 大学教育 の本質を説明 致し ま す 。 周知の よう に ，
現在 の国 際社会 ， 圏内社会 の情勢， あ るいは経済 の 動向
は 固ま ぐるし く変化し て お り ま す 。 例えば， 最近続く円
高 を ， l 年前 に 誰が予 想し た で し ょう か。 こ れ は 一 つの
例です が ， こ れか ら 1 年後の社会 を 予 測す るの は ， はな
は だ困難と 云わざるを えま せ ん 。 ま し て ， 学部新入 生諸
君が 卒業す る4 年後を考 えるこ と は 殆ど不 可能で あ り ま
す o
一方 ， 諸君に は 卒業の 時が間 違いな く参 り ま す 。 その
時 ， 変化し た社会情勢に ど う 対処す るかで ， そ の 後 の 人
生が 決定 さ れ ま す 。 先に 述べた よう に社会 の 変化は 予 測
出来な くて も， そ れ に対処す るこ と は 可能です。 いか に
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対処す るか は ， 諸君が大学 で 何を学 び 取るか に か か っ て
お り ま す 。
大学で学 ぶの は 知識 もあ れ ば技術もあ り ま す 。 し か し
な が ら ， 最も重要 な こ と は ， 物事の本質を 見抜 く態度 と
力 を養 う こ と で あ り ま す 。 本質が理解出来れ ば． お の ず
と 対処 の方法が 生ま れて き ま す 。 結論が 唯一でな くて も，
ー 方 向 を 間 違う こ と は あ り ま せ ん 。 諸君が どの学部 に属 し ，
何を専攻さ れ よう と も， 大学で し か 得ら れ な い， 本 質を
見抜 く姿勢を学び 取るこ と を期 待いた し ま す 。
さ て ， 大学の教育 は高度の学 問と 研究 に 裏付けら れ た
もの で ， そ れ ぞれ の教官 は ， 独 自 の研究 ， 情報 あ るいは
信ずる処 に 従っ て講義や実験を行 いま す 。 従って ， 小学
校 ， 中学校あ るいは高等学校の よう に ， 検定を受 けた ，
画一的 な 教科書 は用 いま せ ん 。 全国 ど こ の大学の講義も




講義の名称が同じで も， 内 容は異な り ， そ れ を 支える哲
学が 違いま す 。
こ の こ と は ， 諸君が高等学校 迄に受 けた教育 と ， 大学
に お ける教育の 違いを最も良 く示し て お り ま す 。 諸 君 が
こ の 意味を充分に理解 し て教室 に 臨 ま れ るこ と を 希望い
た し ま す 。
な お ， 大学院修士課程 ， あ るいは博士課程 に進学 し た
諸君 は ， 今述べた こ と は 既に 体 得し て いるこ と と 信 じま
す 。 大学院の そ れ ぞれの課程で ， 更 に高次の 知識 と 技術
を 身 に つけ， ま た 人間性の 函養 も併せ ， わが国 の 将 来を
担う 人 材と し て 生長さ れ るこ と を 望み ま す 。
以上 ， 大学入学 に あ た っ て の心構 えと ， 大学に お ける
教育 の 本 質に ついて 述べま し た 。 こ れ ら を 心 に き ざみ ，
充実 し た学 生生活 を お くら れ るこ と を願 って 告辞を終 り
ま す 。
企 教養教育オリエンテーション




1 研究 生， 科 目 等 履修 生， 聴講 生， 特別 聴講学 生， 外国人留学 生並 び に他の大学 又は外国の 大学 と の 協議 に 基 づ
く 当 該大学 に お ける授業科 目 の 履修等 に関 し ， 必要 な 事項を 規則と し て 制定す るこ と に伴 い， 所要事項を改め る。
2 他の大学 文は外国 の 大学 に お いて修 得し た 単位に ついて ， 当 該大学 と の 協 議 に 基づか な い場 合で あ って も， 本
学 に お ける授業科 目 の 履修 に より 修 得し た もの と み な す こと がで き るこ と と す るた め ， 所要事項を改め る。
3 平成 7 年 3 月 31 日 付け文高大第 113号文部省高等教育 局 長 通 知に基づ き ， 平成 7 年度 か ら ， 人文学部 ， 理学部
及 び工学部 の学 生定 員 の 臨時増募を減 ずるた め ， 所要事項を 改 め る。
富山大学学 則の 一部 を改正す る学 則を 次の と お り 制定す る。
平成 7 年 4 月 2 1日
富山大学学則の一部を改正する学則
富山大学学 則 （昭和59年 3 月 12日 全部改正） の 一部 を
次の よう に改正す る。
第34条中 「， 30 単位を 超えな い範囲で 」を 削り ， 同 条
に 次の 2 項を 加える。
2 前項の 規定 に か か わら ず， 本学が教育上有益と 認め
ると き は ， 他 の 大学 （ 短期大学 を 含む。 ） 文は 外 国 の
大学 （ 短期大学 を 含む。 ） と の 協議 に 基づか な い場 合
で あ って も， 学 生が 当 該大学 に お いて 履修 し た授業科
目 に ついて修 得し た 単位 （休学中 に修 得し た 単位 を 含
む。 ） を ， 学部 の定 め ると こ ろに より ， 本学 に お ける
授業科 目 の 履修 に より 修 得し た もの と み な す こ と が で
き る。
3 前 2 項の 規定 に より 修 得し た もの と み な す こ と が で
き る単位数 は ， 合わせ て 30 単位 を 超えな いもの と す る。
第55条第 2 項， 第 3 項及 び第 4 項を 削る。
第55条 の 2 第 1 項中 「， 教育 に 支障の な い場 合に 限り 」
の 下 に 「 ， 当 該教授会 に お いて選考の上 」を 加え， 同 条
第 2 項及び第 3 項を 削る。
第56条第 2 項及 び第 3 項を 削る。
第62条 を 次の よう に 改 め る。
（研究 生， 科 目 等 履修 生， 聴講 生， 特別 聴講学 生及
富山大学長 小 黒 千 足
び外国人留学 生の授業料等）
第62条 研究 生， 科 目 等 履修 生， 聴講 生， 特 別 聴講学 生
及 び外国人留学 生の 検定料 ， 入学料及び授業料の 額並
び に 徴収方 法 は ， 別 に定め る。
「 別表第 1 中
人 文 寸ム 孟4ニ』ー 科 70 280 
国 際文 化学 科 40 160 
人文学部
言語 文 化学 科 95 380 
計 205 820 
を
ild 
人 文 学 科 70 お0
人文学部
国 際文 化学 科 40 160 
言語 文 化学 科 85 340 
計 195 780 
一マ 」l ll」
「
数 学 科 53 2 12 
物 理 学 科 47 188 
化 学 科 38 152 
理 学 部 生 物 学 科 40 160 
地 球 科 学 科 32 128 
生物 圏環境科学科 30 120 
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数 学 科 52 208 
物 理 学 科 42 1 侃
イヒ 学 科 お 152 
理 学 部 生 物 寸ム 孟4与－ 科 38 152 
地 球 科 学 科 30 120 
生物 園環境科 学科 30 120 
計 230 920 ， 
マ 」l ll」
「
電 子 情 報 工 学科 132 528 
機械システム工学科 101 404 
工 学 部 物 質 工 学 科 83 332 
化学 生物工 学科 86 344 




電 子 情 報 工 学科 132 528 
機械システム工学科 101 404 
工 学 部 物 質 工 学 科 80 320 
化学 生物 工 学科 79 316 
計 392 1 ,568 」
’
f.』ヨ 計 j 1 ,522 l 6 ，鵬 ｜
」
を
\ 1 .492 l 5 ,9 回 ｜ 」i口'>. 計
に改 める。
附 則
1 こ の 学則は ， 平成 7 年 4 月 2 1日 か ら 施行 し， 平成 7
年 4 月 1 日 か ら 適用 す る。
2 富山大 学学則の 全部 を改正す る学則（昭和59年 3 月
12日 制定 ） の 一部 を 次の ように改正す る。
附 則第 3 項を 次の ように 改 める。
3 別表第 1 に 規定 す る入 学定 員 に は ， 当分の 間， 次
に 定 める定 員 を 含むもの と す る。
寸,llLニ・， 部 学 科 定 員
人 文 学 科 5人
人 文 学 部 言語 文 化学科 5 
計 10 
数 学 科 2 
物 理 学 科 2 
理 寸JU'与． 部 化 ；昌子弘4 科 3 
生 物 学 科 3 
計 10 
電子情報工 学科 12 
工 学 部
機械システム工学科 1 1  
化学生物工 特ヰ 4 
計 幻
f'-ヨ 計 47 
3 別表第 1 に定 める収容定員 は ， 平成 7 年度 か ら 平成
9 年度 ま で は ， 次の と お り と す る。
学 部 学 科 等 平成7年度 平成8年度 平成9年度
人 文 学 科 305人 280人 280人
国際文化学科 120 160 160 
人文学部
言語文化学科 275 360 350 
計 700 800 7鉛
小学校教員養成課程 400 400 400 
中学校教員養成課程 200 200 200 
養護学校教員養成課程 80 80 80 
教育学部
幼稚園教員養成課程 120 120 120 
情 報教 育課 程 160 160 160 
計 960 960 960 
経 済 学 科
昼間主コ ース 628 624 620 
夜間主コ ース 80 80 80 
経 営 学 科
昼間主コ ース 488 484 480 
経済学部 夜間主コ ース 80 80 80 
経 営 法 学 科
昼間主コ ース 404 402 400 
夜間主コ ース 80 80 80 
計 1,760 1,750 1,740 
数 学 科 211 210 209 
物 理 学 科 183 178 173 
イt 学 科 157 152 152 
理学部 生 物 学 科 163 156 154 
地 球 科 学 科 126 124 122 
生物園環境科学科 90 120 120 
計 930 940 930 
電子情報工学科 528 528 528 
機械システム工学科 404 404 404 
工学部 物 質 工 学 科 329 326 323 
化学生物工学科 337 330 323 
計 1,598 1,588 1,578 
ぷEコ泊、 計 5,948 6,038 5,998 
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富山大学大学院学則の一部改正
富山大学大学院学則の改正理由一一
1 学校教育 法施行 規則の 一部改正 に より ， 大 学院への入 学資格に ついて ， 外 国 の大 学に関す る取扱 いが改 め ら れ
た こ と に伴 い， 所要事項を 改 め る。
2 大 学院設置基準の 一部改正 に 伴 い， 科 目 等 履修 生に 関す る事項を 新 た に 定 め る。
3 研究 生， 科 目 等 履修 生， 聴講 生， 特別 聴講 学生， 特別研究 学生， 外国人留 学生並 び に 他 の大 学の大 学院 文は 外
国 の 大 学の 大 学院 と の 協 議 に 基づ く当 該大 学院 に お ける授業科 目 の 履修 文は 研 究指導 を 受 ける場 合の 取扱 いに
関 し ， 必要な 事項を 規則と し て 制定す るこ と に伴 い， 所要事項を 改 め る。
4 他の大 学の大 学院 文は外国 の 大 学の大 学院 に お いて修 得し た 単位に ついて ， 当 該大 学院 と の 協 議 に 基 づ か な
い場 合で あ って も， 研究科 に お ける授業科目 の 麗修 に より 修 得し た もの と み な す こ と がで き るこ と と す るた め ，
所要事項を 改 め る。
富山大 学大 学院 学則の一部 を改正す る学則を 次の と お り 制定す る。
平成 7 年 4 月 2 1 日
富山大学大学院学則の一部を改正する学則
富山大 学大 学院 学則（昭和 田 年 4 月 1 日 制定 ） の 一部
を 次の よう に 改正す る。
第 16条第 1 項中 「， 学生に 当 該大 学院の授業科 目 を 履
修 さ せ るこ と が で き る」を 「， 学生が当 該大 学院 に お い
て 履修 し た授業科 目 に ついて 修 得し た 単位を 、研究科 の
定 め ると こ ろに より ， 研究科 に お ける授業科 目の 雇修 に
より 修 得し た もの と み な す こ と がで き る」 に 改 め ， 同 条
第 2 項を 削り ， 同 条第 1 項の 次に 次の 2 項を加 える。
2 前項の 規定 に か か わら ず， 研究科 に お いて教育上有
益と 認め ると き は ， 他 の 大 学の大 学院 と の 協議 に 基 づ
か な い場 合で あ って も， 学生が当 該大 学院 にお いて 履
修 し た授業科 目 に ついて 履修 し た 単位 （休 学中 に 修 得
し た 単位 を 含む。 ） を ， 研究科の定め ると こ ろに より ，
研究科 に お ける授業科 目 の 履修 に より 修 得し た もの と
み な す こ と が で き る。
3 前 2 項の 規定 に より 修 得し た もの と み な す こ と が で
き る単位数 は ， 合わせ て 10 単位 を 超えな いもの と す る。
第25条第 1項第 5 号 中 「3 年以上在 学し 」 の 下に ， 「，
文は外国 に お いて 学校教育 に お ける15年の課程を修 了し 」
を 力日える。
富山大 学長 小 黒 千 足
「第 9 章 研究 生， 聴講 生， 特別 聴講 学生， 特別研究
学生及び外国人留 学生」を 「第 9 章 研究 生、科 目 等 履
修 生， 聴講 生， 特別 聴講 学生， 特別研究 学生及び外国人
留 学生」に 改 め る。
第36条 の 次に 次の 1 条 を加 える。
（科 目 等 履修 生）
第36条 の 2 本 学大 学院の 学生以外の者で ， 大 学院 が 開
設す る一 文は 複数 の 授業科 目 を 履修す るこ と を志願す
る者が あ ると き は ， 教育に 支障の な い場 合に 限り ， 当
該研究科に お いて選考の上 ， 科 目 等 雇修 生と し て 入 学
を 許可し ， 単位 を授与す るこ と がで き る。
第40条 中 「， 聴講 生， 特別 聴講 学生」を 「， 科 目 等 履
修 生， 聴講 生， 特別 聴講 学生， 特別研究 学生」に改め る。
第43条 を 次の よう に改 め る。
（研究 生， 科 目 等 履修 生， 聴講 生， 特別 聴講 学生， 特
別研究 学生及び外国人留 学生の授業料等）
第43条 研究 生， 科 目 等 履修 生， 聴講 生， 特別 聴講 学生，
特別研究 学生及び外国人留 学生の 検定料 ， 入 学料 及び
授業料 の 額並 び に 徴収方 法は ， 別 に定 め る。
附 則
こ の 学則は ， 平成 7 年 4 月 21 日 か ら 施行 し ， 平成 7 年
4 月 1 日 か ら 適用 す る。
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富山大学附属図書館商議会規則及び富 山大学学部図書委員会規則の一部改正
e富山大学附属図書館商議会規則及び 富山大学学部図書委員会規則の改正理由…一一一
国立大学及 び 国立短期大学の事務 局等の部 ， 課及 び室 に 関す る訓令 （昭和42年文部 省訓令第20号） の一部改 正に
よ り ， 附属図書館 に事務部長並びに情報管理課及 び情報サー ビ ス 課 が設置 さ れ た こ と に伴 い， 所要事項を改め る。
富山大学附属図書館商議会 規則及 び富山大学学部図書委員会 規則の一部 を改 正す る規則を 次の と お り 制定す る。
平成 7 年 4 月 21 日
富山大学附属図書館商議会規則及び 富山大学学部
図書委員規則の一部を改正する規則
（富山大学 附属図書館商議会 規則の 一部改 正）
第 l 条 富山大学附属図書館商議会 規則（昭和24年 8 月
19日 制定 ） の一部 を 次の よ う に 改 正す る。
第 3 条第 1 項第 3 号 を 次の よ う に改 め る。
(3 ) 附属図書館事務部長
同号の 次に 次の 2 号 を加 える。
(4) 附属 図書館情報管理課長
(5) 附属図書館情報サー ビ ス 課長
富 山 大学長 小 黒 千 足
（富山大学学部図書委員会 規則の一部改 正）
第 2 条 富山大学学部図書委員会 規則（昭和24年 8 月 19
日 制定） の一部 を 次の よ う に改 正す る。
第 3 条第 2 号 を 次の よ う に 改 め る。
(2 ) 附属図書館事務部長
附 則
こ の 規則は 、平成 7 年 4 月 21 日 か ら 施行 し ， 平成 7 年
4 月 1 日 か ら 適用す る。
富山大学事務組織規則等の一部改正
富山大学事務組織規則等の改正理由－
国立大学及 び 国立短期大学の事務 局等の部 ， 課及 び室 に関す る訓令（昭和42年文部 省訓令第20号 ） の一部改 正に
よ り ， 附属図書館 に事務部長並 び に情報管理課及 び情報サー ビ ス 課 が設置 さ れたこと に 伴 い， 所要事項を 改 め る。
富山大学事務組織 規則等 の一部 を改 正す る規則を 次の と お り 制定す る。
平成 7 年 4 月 l 日
富山大学事務組織規則等の一部を改正する規則
（富山大学事務組織 規則の一部改 正）
第 1 条 富 山大学事務 組織 規則（昭和39年 1 月 1 日 制定 ）
の一部 を 次の よ う に 改 正す る。
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富 山 大学長 小 黒 千 足
第 3 条に 次の 1項を加える。
4 附属図書館 の事務部に情報管理課及 び情報サー ビ
ス 課 を置 く 。
第 13条 を次 の よ う に改 め る。
第13条 情報管理課に お い て は， 次の事務をつ か さ と、る。
平成 7 年 5 月 発行 品拍手・
(1 ) 附属図書館 の事務 に 関 し， 総括し， 連絡調 整 す
る こ と 。
(2) 附属図書館 に 係 る 庶務 ， 会計 及び施設 に 関 す る
こ と 。
(3 ) 図書館資料 の 選択， 発 注， 検 収及び 登録に 関 す
る こ と 。
(4) 図書館資料 の デー タ ベー ス 作成 に 関す る こ と 。
(5 ) 所 掌事務の調査 統計 に関す る こ と 。
(6) そ の他情報 サー ビ ス 課 の 所 掌事務 に属 しない こ
と 。
第 13条の 次 に 次 の 1条を加 える 。
第 13条の 2 情報 サービ ス 課 に お い て は ， 次 の 事 務 を
っ か さ ど る 。
(1 )  図書館資料 の 保存及 び配架並 び に 閲覧室及び書
庫内の整理保全 に 関す る こ と 。
(2) 閲覧及び 貸出し並 び に こ れらに つ い て の調査 に
関す る こ と 。
(3 ) 開架書 庫の 企画編成 に 関す る こ と 。
(4) 相互利用 に 関す る こ と 。
(5 ) 文 献 の 撮影 ， 複写及び印刷 に 関す る こ と 。
(6) 図書館業務 に お け る 電子計算機処理 シ ス テ ム に
関す る こ と 。
(7 ) 案内広報に 関す る こ と 。
(8 ) 図書館資料の調査研究 に 関す る こ と 。
(9 ) 所 掌事務の 調査 統計 に 関す る こ と 。
第 14条第 l項中 「各事務部 」を 「各事務部 （附属図
書館 を 除 く。 ） 」に 改 め る 。
（富山大学公務 員宿舎委員会 規則の 一部改正）
第 2条 富山大学公務員宿舎委員会 規則 （昭和38 年 1 1 月
1 日 制定 ） の 一部 を 次 の ように改正す る 。
第 3条第 1 項第 2 号中 「及 び学生部次長 」を 「， 学
生部次長 及び附属図書館事務部長 」に 改 め る 。
（富山大学事務電算化委員会 規則の 一部改正）
第 3条 富山大学事務電算化委員会 規則 （昭和54年 1 2月
21 日 制定 ） の 一部 を次 の ように 改正す る 。
第 3条第 1 項中第 4 号 を第 5 号 と し， 第 3 号 の 次 に
次 の 1 号を加 える 。
(4) 附属図書館事務部長
（富山大学文書処理 規則の 一部改正）
第 4条 富山大学文書処理 規則iJ （昭和63年 3 月 31 日 制定）
の一部を 次 の ように改正す る 。
第 9条第 2項第 7 号 を次 の ように 改 め る 。
(7 ） 附属図書館長 あ て の もの 事務部長
報 第364号
同項中 第 10号 を 第 1 1号 と し， 第 9 号 を第 10号 と し，
第 8 号 を第 9 号 と し， 第 7 号の 次 に次の 1 号を加 える 。
(8 ） 附属図書館事務部長 あ て の もの 情報管理課長
別表 1 中
「富大図第 号 附属図書館所菅の もの 」
を
「富大 図情管第 号 附属図書館情報管理課所
管の も の
富大図情 サ第 号 附属図書館情報 サー ビ ス
課所管の もの 」に改め る 。
（富山大学文書 決裁規則の 一部改正）
第 5条 富山大学文書 決裁規則lj （昭和48 年 12月 21日 制定）
の 一部 を 次 の ように改正す る 。
別表第 2 （学部 ， 附属図書館関 係 ） 第 1 号 及び第 2
号中 「学 部 長 を 「学 部 長 に改 め ， 第 9 号 ，
附属図書館長 」 事務部長」
第 12号 ， 第 15号及 び第16号中 「事務長 」を 「事 務 長
事務部長 」
に 改 め ，第20号中 「事務長 」を「事 務 長 に 改 め ，
主管課長 」
第21号中 「事 務 長 を 「事 務 長 に改 め ，
附属学校長 」 情報管理課長
附 属 学 校 長 」
第22号中 「事務長 」を 「事 務 長 に 改 め ， 第23
情報管理課長 」
号中 「学 部 長 を 「学 部 長 に改め る 。
附属図書館長 」 事務部長 」
（富山大学公印管理 規則の 一部改正）
第 6条 富山大学公印管理 規則 （昭和48 年 4 月 13日 制定）










附 属 富山大学附属図書館長の 30 事 務 長 総務係長
図書館 印
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附 属 富山大学附属図書館長の 30 情報管理課 総務係長
図書館 印 長
富山大学附属図書館事務 23 ，， ，， 
部長の印
富山大学附属図書館情報 20 ，， ，， 
管理課長の印




（富山大学防火管理 規 則の一部改 正）
第 7 条 富山大学防火管理 規 則 （昭和39年 9 月 18日 制定）
の 一部 を次 の よ うに改 正す る。
別 表第 3 第 3 項第 3 号 中 「， 学生部次長 」を 「， 学
生部次長 ， 附属図書館 事務部長」 に 改 め る。
（富山大学電気工作物 保安規則の 一部改 正）
第 8 条 富山大学電気工作物 保安規 則 （昭和41年 3 月 1 5
日 制定 ） の 一部 を次 の よ うに 改 正す る。
第 4 条第 5 号中 「， 事務長 」 を「， 事務長 又は 事務
部長」 に 改 め る。
別 表第 2 中
報 第3臼号
（富山 大学 附属図書館資 料管理 事務 取扱規則の 一 部
改 正）
第 9 条 富山大学 附属図書館資 料管理 事務 取扱規 則iJ （昭
和35年 4 月 22 日 制定 ） の一部 を次 の よ うに改 正す る。
第 10条中 「富山大学 附属図書館 閲覧規則」を 「富 山














こ の 規 則は ， 平成 7 年 4 月 1 日 から施行す る。
富山大学職員健康安全管理規則の一部改正
富山大学職員健康安全管理規則の改正理由宇
1 厚生課 の 事務 の 効率化 を図 るため ， 保健係 を廃 止し ， 専門職員 の 事務 を整備 す るこ と に伴 い， 所要 事項を改 め
る。 i
2 国立大学及 び国立 短期 大学 の 事務局 等 の 部 ， 課及び室に関す る訓令（昭和42年文部省 訓令第20号） の一部改 正に
よ り ， 附属図書館 に 事務部長並 び に 情報管理課及 び情報 サー ビス 課 が 設置 さ れ たこ と に伴 い， 所要 事項を改め る。
富山大学職員健康安全管理 規則の一部 を改 正す る規 則を次 の と お り 制定す る。
平成 7 年 4 月 1 日
富山大学長 小 黒 千 足
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附 則
富山大学職員健康安全管理規則の一部を改正する規則
富山大学職員健康 安全管理 規 則 （昭和51年10月 1 日 制
定 ） の一部 を次 の よ うに改 正す る。 こ の 規 則は ， 平成 7 年 4 月 1 日 から施行す る。
別表第 1 中








1 平成 6 年 1 1月 24 日 付け文 初小第368号文部 事務次官通達に基づ き ， 附属小学 校， 中学 校， 養護学 校及 び幼稚園
に お いて ， 平成 7 年 4 月 1 日 から休業 日 と し て ， 新 たに 毎月 の 第 4 土曜日 を加 え， 月 2 回 の学 校週5 日 制を実施
す るため ， 所要 事項を改め る。
2 学 校週5 日 制実施 に よ り， 附属中学 校の授業時間 帯が変更す るこ と に伴 い， 所要 事項を改 め る。
3 寄宿舎 の 調理 に 関 す る業務 に従事す る職員 が平成 7 年 3月 31 日 限りで退職 し ， 別表第 3 の 当 該職員 の項に 掲げ
る該当職員が いなくなっ たこ と に伴 い， 所要 事項を改 め る。
4 附属図書館に 勤務す る職員 の うち ， 土曜日 に 閲覧業務に 従事す る職員 の 当 該半日 勤務 時間 の 割 振 りを円滑に
行 うため ， 所要 事項を改 め る。
富 山大学 に 勤務 す る職員の勤務時間等 に関す る規 則の一部 を改 正す る規 則を次 の と お り制定す る。
平成 7 年 4 月 1 日
富山大学に勤務する職員の勤務時間等に関する
規則の一部を改正する規則
富山大学に勤務す る職員 の 勤務 時 間等 に 関 す る規 則
（平成 4 年 5 月 1 日 制定 ） の 一部 を次 の よ うに改 正す る。
別表 3 を次 の よ うに 改 め る。
富山大学長 小 黒 千 足
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別 表 3
割振 り 単
職員の区 分 週休 日
位 期 間
動 務 時 間 休 憩 時 間 休 息 時 間
日曜日並びに 毎
月の第二土曜日
月曜日か ら金 曜日ま で
午前10 時35分～午前10 時50 分午後1 時
及び第四 土曜日
午前 8 時3 0 分
～午後1 時30 分 午後3 時50 分～午後4 時 5分






す る 7 日以上 の




月曜日か ら金 曜日ま で 午前 9 時40 分～午前 9 時50 分
月の第二 土曜日 午後O 時40 分
午前 8 時30 分 午前11時40 分～午前11時45分
及び第四 土曜日 ～午後1 時10 分
教育学部附属 並びに 夏季 ・ 冬





午前 9 時55分～午前1 0 時






月曜日か ら金 曜日ま で 午前 8 時55分～午前 9 時
月の第二 土曜日 午後O 時40 分
午前 8 時3 0 分 午前1 0 時30 分～午前10 時40 分
及び第四 土曜日 ～午後1 時10 分
教育学部附属 並びに 夏季 ・ 冬




中に 学長が指定 午前 8 時55分～午前 9 時
す る 7 日以上 の
午前 8 時30分





月曜日か ら金 曜日ま で
午後O 時30 分 午前10 時15分～午前1 0 時3 0 分
及び第四 土曜日
午前 8 時3 0 分
～午後1 時 午後1 時 ～午後1 時15分





す る 7 日以上 の
午前 8 時30 分 午前10 時15分～午前10 時3 0 分
勤務日 ～午後O 時30 分
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定す る 1 の土曜｜ ら金 曜日μ子前 8 時30分
日 ｜ の1 の半｜ ～午後O 時30分
文 は ｜ 日勤務日 I B






















この 規 則は ， 平成 7 年 4 月 1 日 か ら 施行 する 。
第364号
休 憩 時 間 休 息 時 間
午後O 時15 分 ｜ 午後O 時 ～午後O 時15 分







午後O 時 ～午後O 時15 分
午後O 時45 分～午後1 時
午前10時 ～午前10時15分
午後3 時 ～午後3 時15 分
午前10時 ～午前10時15分
午後O 時 ～午後O 時15分
午後O 時45 分～午後1 時
午後O 時 ～午後O 時15分
午後O 時45 分～午後1 時
午前10時 ～午前10時15 分
午後3 時 ～午後3 時15分
午後3 時 ～午後3 時15分
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第7国学長候補者選挙管理委員会（4月14日）
（議 題）
(1) 第 6 回委員会記録の 確 認に つ い て
(2) 選挙記録の確 認に つ い て
(3 ) そ の 他
第1回部局長懇談会（4月21日）
（議 題）
(1) 当 面の 諸 問題に つ い て
(2) そ の ｛也
第1回評議会（4月21日）
（審議事項）
(1) 富山大学学 則の 一部改正 に つ い て （継続）
(2 ) 富 山大学大学院学 則の 一部改正 に つ い て （継続 ）
(3 ) 富山大学学 則の一部改正に つ い て
(4) 富山大学 附属図書館商議会 規 則及 び富山大学学部
図書委員会 規 則の一部改正に つ い て
(5 ) 富山 大学名 誉教授称号授 与に つ い て
(6） 学生 の 除籍に つ い て
(7 ) 平成 7 年度大学 祭に伴 う 休業 日 に つ い て




(1) 富山大学生 涯学習教育研究 セ ン タ のー 歳 出概算要
求書 に つ い て
(2) 報 告書 （ 「生 涯学習推進 の た めに 」） に つ い て
(3 ) そ の他
第1回授業料等減免選考委員会（4月26日）
（議 題）
(1) 平成 7 年度大学院入学生 の 入学料免 除者の選考 に
つ い て
(2) 平成 7 年度学部入学生 の 入学料免 除者の選考に つ
い て
(3 ) 授業料免 除者選考基準に つ い て
は） そ の 他
第 l回事務協議会 （ 4 月 27 日 ）
（議 題）
(1) 当 面の諸課 題に つ い て
~ 
平成7年度国際研究集会派遣研究員の決定
所 属 ・ 職 氏 名 研 qブb1.. 集 ヨよ王』 名 開 催地 開催期間
ア メ リ カ 7. 7 .10 
理学部 ・ 教授 ！！｜ 崎 一 朗 第21回 測地学 ・ 地球物理学 連合総会
合 衆国 7 .  7 .14 
第 2 回 表面処理 効果 の 計算機手法及 び実験的測定に 関する 国 7 .6 .7 
工学部 ・ 教授 塩 津 和 章
際会議
イ タ リ ア
7 .6.9 
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 ”合晶t・
採 用 7.  4.  3 片 山 進 技能補佐員 （厚生課調理 師）
7. 4.  13 林 敏 和 事務補佐員 （附属図書館情報 サー ビス課）
，， 青 山 拓 也 ，， ，， 
，， 大 久 保 英 ，， ，， 
，， 岩 城 時代美 ノ／ ，， 
，， 西 村 憲 一 ，， ，， 
，， 近 藤 俊 彦 〆F ，， 
II 中 川 祐 子 ，， ，， 
7. 4. 17 室 谷 智 技 術補佐員 （経理部主計課）
ノ／ 柴 田 元 衛 ，， ，， 
／／ 水 巻 純 一 ノノ ，， 
7. 5. 1 丹 羽 弘 一 講 師 （人文学部）
臨時的任用 7. 4. 1 1  平 野 砂都美 文部事務官 （経済学部） （～ 7. 8. 31) 
百字 職 7. 4. 30 鍛冶田 信 子 事務補佐員 （附属図書館情報管理課） 辞職
職務 命令 7. 4. 18 奥 田 都 文部技官 （教育学部） 兼・技 術部技 術長心 得
併 任 7. 4. 2 時 津 貢 教授 （工学部） 工学部長 ・評議員 （～ 9. 4. 1 )  
育 児休業 7. 4. 1 1  鳥 海 衣美子 文部事務官 （経済学部） 育 児休業 （～ 7. 8. 31) 
��［！）� 
一
新 た に 6 氏 が 本 学 名 誉 教 授 一
名誉教授の称号授与される
本年 3 月末をもっ て退職 さ れ ま し た 観山雪陽氏 （元教育学部教授 ） ， 武暢夫氏 （元経済学部教授 ） ， 後藤克己 氏 （元
理学部教授） ， 多 々静夫氏 ， 嶋尾 一郎氏 ， 田中 久 禰氏 （以上元工学部教授 ） の 6 氏 に平成 7 年 4 月 21 日 付け で 名誉教授
の 称号 を授与 するこ と が 決ま り ， 去 る4 月 27日 休）に 小黒学長 か ら 称号記が 伝達 さ れ ま し た 。
以下に新名誉教授 を紹介 し ま す。
名誉教授




同氏 は ， 昭和31年 3 月 京都大学大学院文学研究科修士
課程 を修了後 ， 華頂短期大学講 師， 助教授 を経て ， 同 42
年4 月滋賀大学教育学部講 師に 採用 さ れ ， 同44年 4 月滋
賀大学教育学部 助教授 ， 同46年 4 月滋賀大学教育学部教
授 に 昇任， 同55年 4月から 2 年間滋賀大 学教育学 部附属
幼稚園長 を併任 さ れ ま し た 。
そ の 後 ， 昭和57年 10月富山大学教養部教授 に 配 置 換 ，
平成 5 年 4 月 富山大学教育学部教授 に配置換 ， 同 7 年 3
月 31 日 限り 停年に よ り 退職 さ れ ま し た 。
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この間 ， 終始 懇篤な温情 を もっ て 学生 の教育 ・ 指導 に
専 念さ れ ， 多数 の優秀 な教育者 を 育 成し ， 信頼し う る 人
材 を社会 に送り 出さ れ る と と もに， 研究 面で は ， カ ン ト
哲学を 中心 と し て研究 さ れ ， ドイ ツ観 念論 ， イ ギリ ス経
験論 ， さ ら には 親鴛思想と も連関 さ せ て考察す る こと に
よ り ， カ ン ト哲学研究 を 深 化・ 発展 さ せ ら れ ま し た。
そ の研究 成果 は多 数 の著書 ・ 論文 と し て発表 さ れ ま し
名誉教授
武 暢 夫
京 都大 学大 学院経済 学研究科
修士課程修 了
経済 学修士
同氏 は ， 昭和30年 3 月 京 都大 学大 学院経済 学研究科修
士課程 を修 了， 同33年 3 月 間大 学大 学院博士課程 を 単位
修 得し た 後 ， 同34年 1 月 富山大 学経済 学部助手 に採用 に
なり ， 同35年 6 月 同大 学経済 学部講師 ， 同37年 2 月 間大
学経済 学部助教授 ， 同53年 2 月 同大 学経済 学部教授 に昇
任 ， 以後 ， 教授 と し て意欲的 に研究教育活 動に取 り 組み
幾多 の業績 を あ げる と と もに学内 の要職を 兼ね ら れ る 等 ，
富山大 学の発展 に貢献 さ れ ， 平 成7 年 3 月 3 1日限り 停年
によ り 退職 さ れ ま し た。
同 氏 は ， 36年 の永 き にわ た り 西洋経済 史の担 当教官 と
して研究教育に従事され， 常に厳正な姿勢のなかにも終
始 懇篤な温情を もっ て 学生 の教育 ・ 指導 に当 たら れ ， 幾
多 の有為 な人材 の育 成に尽力 さ れ ま し た 。
この間 ， 学内 にお い て は ， 昭和61年 9 月 か ら 同 63年 9
月 ま で富山大 学経済 学部長 ， 同54年 8 月 か ら 同 60年 7 月
名 誉教授
後 藤 克 己
北海道大 学理 学部 化学科卒業
理 学博士
同氏 は ， 昭和48年 10月富山大 学文理 学部教授 に就任 さ
れ ， 同 52年 5 月 富山大 学文理 学部改 組によ り 富 山 大 学理
学部教 授と なり ， 平成7 年 3 月3 1日 限り 停年 によ り 退 職
さ れ ま し た。 この間 ， 本 学教官 と し て2 1年有 余の永 き に
わ たり ， 文理 学部理 学科並 び、に理 学部化 学科及 び生物 圏
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たが ， 中 で も 「カ ン トにお ける 『直観 』につ い て 」 や
「カ ン トと 親鷺にお ける 弁証論 的 問題」等 のカ ン ト哲学
研究 の論文 は 学会か ら ， 独創的研究 と し て高 い 評価 を 受
けま し た。
ま た， 「プ ロ レゴー メ ナ」等 三編 のカ ン ト哲学に関 す
る 純 学術的 訳書を 刊行 さ れ る など ， 我が国 のカ ン ト哲学
研究 の進展 に貢献 さ れ ま し た。
及び同63年 9 月 か ら 平成5 年 7 月 ま で富山大 学評議 員と
し て 深 い学識 と 高 い見識を もって大 学の管理運営 に精励
さ れ ， 大 学並 び に学部 の充実発展 に多大 な貢献 を さ れ ま
し た 。
一方 ， 学術研究 面で は ， 16～ 18 世紀 のイ ン グ ラ ン ドに
お ける 農業 近代 化と 農村社会 の変 容及び 17 世紀 のヨー ロ ッ
パの全般的 危機 の経済 背景につ い て の研究 に取 り 組ま れ ，
そ の中 で ， 従来の研究 史の主 流で あ る 16～ 18 世紀 のイ ギ
リ ス農業 史の特質 で あ る 地主指導 の農業 革命を 近代的 農
業 の形 成と い う 観点か ら もっ ぱら 肯定的 に評価 し ， 産 業
革命にも促進的役割 を 果 たし たと 考 えて い たが ， 次第 に
疑問を 感 じ ， 16～ 17 世紀 イ ギリ ス農業 史の実態 ， 特 に 農
民経済 の動向 の究 明が必要 で あ る と 考 え， 各種 の荘園文
書 ， 農民 の遺産 目録等 の資 料の分析に基づ く個別的 ・ 地
域的研究を 積み重ね て き た。 その結果 ， 16～ 17 世紀 のイ
ギリ ス農業 の発展 過程 にお い て地主主導 の農業 革命に代
替し う る 農民基盤 の農業 革命の可能 性も存在 し たこと を
究 明す ること ができま し た。 このこと は ， イギリ ス農業
革命の再評価 ， さ ら には 農業発展 と 工業発展 の関 連の問
題にも関 わ る 意味を もつ ものと い え， そ れ は永年 の研究
と 成果 を 踏ま えたものだけに， 学会等 にお いて も高 く評
価 さ れて い ま す 。
環境科 学科 にお いて化 学 （ 分析化学） を担当 し ， 常 に厳
正 なる 教育 姿勢のなか にも， 終始 懇篤な温情を もっ て 学
生 の教育 ・ 指導 に当たり ， 多数 の優秀 な研究者 ， 技 術者 ，
教育者 を 育 成し ， ま た， 信頼し う る 人材 を卒業生 と し て
様 々な社会 に送り 出さ れま し た 。
学内 にお い て は ， 永年 にわ たり 本 学廃液処理施設運営
委 員会委 員長 や廃液処理施設長 を務 め ， 廃液処理施設 の
改 築に尽力 し ， 本 学にお ける 公害防 止に貢献 さ れ ま し た。
ま た， 昭和58年 4 月 2 日よ り 平 成3 年 5 月 1 日ま で評議
員と し て大 学の管理運営 に参画し ， 大 学の発展 に尽力す
る と と もに理 学部 の発展 ， 充実 に貢献 さ れ ま し た。
同氏 の研究活 動と し て は ， 無機 イ オ ン の加水 分解重 合
平 成7 年 5 月 発 行
山［子
の研 究， 水中 の有害微量成分の簡便な分析法 の開発 ， 疎
水性相互作用 の分析化学へ の応用 ， 水中 の有害物質 の除
去などを終生 の研 究テ ー マと し ， 大 き な業績 を 残さ れ ま
し た。これ ら の研 究の成果 は国際的 にも高 く評価を さ れ ，
内 外 の多 くの論文 や著書 に引 用 さ れ ま し た。 これ ら の業
績 によ り 平 成3年度目本 分析化学会 賞を受 賞， 並 び に富
名 誉教授
多 々 静 夫
富山大 学工学部金 属工学科卒業
工学博士
同氏 は ， 昭和30年 3月 富山大 学工学部金 属工学科 を 卒
業後 ， 同年 10月 富山大 学工 学部実験実習指導員に採用 さ
れ ， そ の後 ， 同33年 10月 富 山大 学助手 工学部， 同39年 4
月 富山大 学講 師工 学部， 同41年 8 月 富 山大 学助教授工 学
部を経て ， 同 52年 10月 富山大 学教授工 学部に昇任 さ れ ，
平 成7 年 3 月 31日限り 停年 によ り 退職 さ れ ま し た。ま た，
昭和45年 5 月 には ， 「 快削性黄銅の被削性に関する金 属
学的研 究」の研 究論文 によ り ， 東京 工業大 学か ら 工学博
士 の学位を取 得さ れ ま し た。
この間 ， 39年 6 月 の永年 にわ たり 富 山大 学工学部にお
い て教育 ・ 研 究に精励 し ， 研 究の場にお い て は 厳し い 反
面， 学生 ・ 教職員は もと よ り 卒業生 や多方 面の社会 人 の
方 が々 気楽に研 究室 を 訪 問さ れ る 雰囲気で ， 気取 ら ない
人 柄と 様 々な問題に対 し て常 に親身になっ て献 身さ れ ，
これ ら の人 か々 ら 絶大 な信頼を受 けて お ら れ ま し た。 ま
た， 同氏 の薫陶を 得て 社会 に巣立 っ た多 くの卒業生 が第
名 誉教授
嶋 尾 一 郎
高岡工業専門学校化学工業科卒業
理 学博 士
同氏は ， 昭和24年 3 月 高岡 工業 専門学校化学工業 科 を
卒業後 ， 同25年 4月 富山大 学高岡工業 専門学校実験実習
指導員に採用 さ れ ， そ の後， 向28年 4月 富山大 学助手 工
学部， 同39年 4 月 富山大 学講 師工 学部， 同44年 4 月 富 山
大 学助教授工 学部を経て ， 同63年 4月 富山大 学教授工 学
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山県 の委員と し て地域の環境保全に貢献 し たこと が 認め
ら れ ， 平 成5 年 環境庁長官表彰 を受 けま し た。
一方 ， 学外 にお い て は ， 日本 分析化学会 の代議員， 理
事 ， 中 部支部長 ， 学会 誌編集委員， 討論会実 行 委 員長 を
務め る など， 学会 の発展 に貢献 さ れ ま し た。
一 線の研 究者 ・技 術者等 と し て活 躍し て い る こと が ， 卓
越 し た教育者 で あ る こと を 如実 に物語 っ て お り ま す 。
研究面で は ， 非鉄金属材 料の組織と 被削性の関係につ
い て 研 究さ れ ， 特に鉛入 り 黄銅の研 究にお い て は JIS規
格 の見 直し を す る べく指 針を 示し ， 伸銅業 界に大 き く貢
献 さ れ ， 昭和42年 1 1月 に日本 伸銅協会 伸銅技 術研 究会 か
ら 第 l 回 の技 術論文 賞を受 賞さ れ ま し た。更 に， ア ル ミ
ニウ ム 及 び そ の合金 の鋳塊にみ ら れ る 羽毛状組織につ い
て ， そ の発生条件 を独自に開発 し た実験装置 で 明確 にし
て 軽金 属学会 誌に発表 し ， 昭和62年 1 1月 に軽金 属学会論
文 賞を受 賞さ れて お り ま す。 そ の他ア ル ミニウ ム 基 複合
材 料に関す る 研 究， 黄銅の相分解 に関す る 研 究， Al一M
g - Si合金 の時 効析出に関する 諸 問題の研 究等 につい て
基 礎か ら 応用 ま で幅広 い 分野で活 躍さ れ ま し た。
一方 ， 学内 で は ， 昭和54年 7 月 か ら 昭和56年 7 月 ま で
附 属図書 館工学部分館長 ， そ の間 附属図書館長事務代理
も勤 め ら れ ， ま た， 昭和62年 4月 か ら 平 成5 年 4 月 ま で
評議員， 平 成3年 4 月 か ら 平 成5 年 4月 ま で工 学部長 と
し て大 学の管理運営 に参画し ， 工学部の学科改 組， 大 学
院博士後期課程 の設置 ， マレー シ ア 工科大 学と の学術交
流協定 の締結， 教養 部廃 止に伴 う 4年一 貫教育 の実施 ，
自己点検評価等 に直接関与し ， 大 学の充実 ・ 発展 に多 大
な貢献 を さ れ ま し た。
部に昇任 さ れ ， 平 成7 年 3月 31日限り 停年 によ り 退職 さ
れ ま し た。ま た， 昭和57年 3月 には ， 「On the Wallach 
Rearrangement and the Related Reactions of Azoxyb­
enzenes （ ア ゾキシ ベンゼン類のワラ ッ ハ転位及 び そ の
関連反応 につい て ）」の研 究論文 によ り ， 筑波大 学か ら
理 学博士 の学位を取 得さ れ ま し た。
この間 ， 45年 の永 き にわ たり 高等教育 に尽力 さ れ ， 特
に同 氏の真面白な人 柄と熱心な教育 は ， 学生 の心を 引き
付けて 勉 学意欲を 高 め たこと によ り ， 多大 な教育 効果 が
あ り ま し た。 同 氏 の薫陶を受 けて 社会 に出た多 くの卒業
生が ， 研 究・教育者 や技 術者 等 と し て そ れ ぞれ活 躍し て
い る こと は ， 同氏が卓越 し た教育者 で あ る こと を 如実 に
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示し て お り ま す 。
研究 につ い て は ， 工業材 料と し て 極め て広範 に使用 さ
れ る 多種 類の 有機 化合物 製造の 基 礎と なる 有機合成の 反
応 に関す る 研究 に心 血を 注が れ ， 特 に芳香族親電子置換
反応の 機 構的研究及 び液晶材 料の一つ で あ る ア ゾキシ ベ
ン ゼン 類の 化 学的 性質 の 研究 にお い て新 奇な転位 反応 を
名 誉教授
田 中 久 葡
大 阪府立 浪速大 学工学部
工業 化学科卒業
工学博士
同氏 は ， 昭和28年 3 月 大 阪府立 浪速大 学工 学部 工業 化
学科を 卒業後 ， 同年 4 月 大 阪府立 浪速大 学助手 工学部 に
採用 され ， そ の 後 ， 同 37年 1 1月 大 阪府立大 学講師 工学部 ，
同 40年 4 月 大 阪府立大 学助教授工 学部 を 経 て ， 同 44年 4
月 富山大 学教授 工学部 に就任 され ， 平成 7 年 3 月 3 1臼限
り 停年 によ り 退職 され ま し た。 ま た， 昭和4昨2 月 には ，
「充 填層内 粒子 一流体 閣の物質 移動に関 す る 研究 」の 研
究論文 によ り ， 大 阪府立大 学か ら 工学博士 の 学位 を 取 得
され ま し た。
こ の 間 ， 42年 の永 き にわ たり 高等教育 に尽淳し ， 特 に
本 学工学部 にお い て は ， 拡散単位 操作講 座及 び生物 プ ロ
セ ス工学講 座の 担当教授 と し て ， 終始 懇篤な温情 を もっ
て 学生の教育 ・指導 にあ たら れ ， 幾多 の 優秀 な人材 の 育
成 に尽力 され ま し た。
学内 にお い て は ， 昭和46年 7 月 か ら 昭和48年 7 月 ま で
報 第364号
発見す る など有機合成 化学の 発展 に大 き く寄与され ま し
た。
一方 ， 学内 にあ っ て は ， 大 学院委 員会 ， 教務委 員会 ，
入 学者選抜方法研究委 員会及 び入 学試験実施委 員会等 の
委 員並 び に工学部教務委 員長 ， 工 学部概要編集委 員等 を
歴任 され ， 大 学の発展 に貢献 され ま し た。
附属図書館工学部 分館長 ， その間 附属図書館長 事務代 理
及 び評議 員を勤め ら れ ， 更 に大 学院委 員会委 員， 図 書 館
商議 員， 入 学試験関 係委 員等 と し て大 学の 発展 ・ 充実 に
寄与され ま し た。
研究 分野で は ， 最近の生体関 連産生物質 の 分離精 製プ
ロ セ スの重要 性か ら ， 精 密成 分分離プ ロ セ スと し て の ク
ロ マトグ ラ フ ィ ー の 操作設計 に工学的 な見地 よ り 何が 問
題なの か を 明ら か にす る と と もに， 在 来の手法の 具体 的
な設計手 順の 改良 に取 組み ， よ り 新 し い設計手法 を 開 発
され ま し た。 一方 ， バイ オ リ ア クタ ー に組み 込ま れ た成
分分離操作と そ の 装置 内 で は ， 混相 聞の 移動現象的 な挙
動が非常 に複雑多 岐にわ たる こ と か ら ， 従来の 充 填層型
の 混相 接触装置 の研究 に更 に新 し い手法を取 り 入 れ ， 流
動パラ メ ー タ の新 し い解 釈と そ れ によ る 流れ挙 動の解 析・
整理 にあ たら れ ， こ れ ら の 研究 の 成果 は数多 くの著書 ，
論文等 と し て発表 され て お り ま す 。
学外 にお い て は ， 化学工学会評議 員， 北陸化学工学懇
話会 理事 ， 富山県公害対策審議会専門委 員， 富山県環境
審議会専門委 員， 富山県地域 エ ネル ギー 利用 調査検討委
員会委 員， 富山県資 源有 効利用 シ ステ ム 研究委 員会 委 員
等を 歴任 され ， 学会及 び地域社会 の 発展 に多大 な貢 献 を
され ま し た。
「平成6年度エネルギー管理功績者」に工学部宮下教授
工学部の 宮 下 尚教 授 が ，
「平成 6 年度 エ ネル ギー 管理功
績 者 （熱部 門 ） 」と し て 通 商
産業大 臣か ら 表彰 され ま し た。
功 績 概要 は ， 宮 下 教 授 の 研
究 が エ ネル ギー 管理 の 重要 性
を 深 く認識 し ， 多 年 にわ たり
エ ネル ギ一利用技術の 向 上に精励 され ， エ ネル ギー 資 源
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の有 効利用 に寄与され る と こ ろ極め て大 なる もの が あ る
と し て表彰 され たもの で す 。
表彰式 は ， 去る 2 月 1 日（水）に財 団法人日本科 学技術振
興財団 の 科 学技術館にお い て 行 わ れ ま し た。
この たびの 通商産業大 臣表彰 に際し ， 宮下教授 は 「永
年 にわ たる 伝熱 現象やエ ネル ギー 管理 に関す る 研 究 の 成
果が ， 省 エ ネル ギー ・省 資 源の観 点、か ら 評価 され たよ う
です。 」と 喜び を語 っ て お ら れ ま し た。
平 成7 年 5 月 発 行 品...... 寸』 報 第364号
圃囚G画面⑧
渡航 の種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
米国 にお け る科 学教育 現状調査等
7.4.6 
外 国 出張 教育 学部 教 授 山 極 隆 ア メ リ カ 合 衆国 のため 7. 4 .15 
ISMl l国 際会議 （電 気加工国 際シ 7. 4 .15 
工 学 部 助教授 小 原 治 樹 ス イ ス ン ポ ジウ ム ） 出席及 び研究発表 の
ため 7. 4 .25 
環日本海経済 交流に関す る 調査 ・
7.4.3 
海 外 研 修 経済 学部 教 授 中 藤 康 俊 大 韓 民 国 資 料収集 7.4.7 
時間 分解 赤外 分光法 によ る光合 成 7. 4 .16 
工 学 部 助 手 前 回 寧 ド イ ツ 活 性中心 にお け る電子 伝達 の解 析
のため 8. 4 .14 
リ スクマネジメ ン ト国 際会議 に出 7. 4 .19 
経済 学部 教 授 武 井 勲 ア メ リ カ 合 衆国 席及び リ スクマネジメ ン ト実態 視
察 ・ 調査 7.5.4 
＠＠＠⑤⑤＠ 
氏 名 本 国 に お け る
来 学 目 的 本 学 受 入 れ 先 期 間
（国 籍） 所 属機 関 ・職 名
楊 玉 生 遼 平，........，’ 大 寸A孟ιニ・
寸Aふ二ん台 術 交 流 経 済 学 部 教 授 7. 4 .10 
（中 国 ） 事文 授 （
富山大 学国 際交流事業 によ
）
る共同研究 桂 木 健 次 7. 6 .20 
7自て 正 諜 江 原 大 学 経 済 学 部 長
李 鉱 勲 表 敬 ． 視 察 7. 4 .24 
（ 韓 国 ） 語。 教 授 増 田 信 彦
李 志 中 国 南京師 範大学 日本 魯迅研 究 史 人 文 学 部 教 授 7.4. 1 
（中 国 ） 講 師 (1940年～） の研究 宝 政 美 8. 3 .3 1 
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経 理 部 ｜ 文部事務官 ｜ 松 永 良 成
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経 済 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 西 村 秀 二
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理 学 部 ｜ 教 授 ｜ 久 保 文 夫
理 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 石 岡 努
工 学 部 ｜ 助 手 ｜ 騒 琴
く新任者住所＞
部 局 名 官 職 氏 名
庶 務 部 庶 務 部 長 磯 村 成
庶 務 部 文部事務官 寺 林 真佐美
庶 手主 部 文部事務官 小 路 隆
庶 手主 部 人 事 課 長 中 村 敏 朗
庶 手芸 部 文部事務官 中 田 孜
庶 手芸 部 文部事務官 宮 原 進
庶 す寿 部 文部事務官 松 田 玲 子
庶 手若 部 文部事務官 高 邑 英 市
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部 局 名 ｜ 官 職 ｜ 氏 名
庶 務 部 ｜ 文部事務官 ｜ 津 崎 勝 彦
経 理 部 ｜ 経 理 課 長 ｜ 船 崎 昌 治
経 理 部 ｜ 事務補佐員 ｜ 橋 本 公三英
学 生 部 ｜ 文部事務官 ｜ 赤 井 弘 人
学 生 部 ｜ 入 試 課 長 ｜ 野 田 優 明
学 生 部 ｜ 文部事務官 ｜ 漬 野 松 男
保健管理セ ン タ ー ｜ 講 師 ｜ 西 村 優紀美
人 文 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 赤 尾 千 波
人 文 学 部 ｜ 外国人教師 ｜ ローべ， ザビーネ ・
エ ー デ ィ ト
人文学部 ・ 理学部 ｜ 文部事務官 ｜ 市 川 勇
人文学部 ・ 理学部 ｜ 文部事務官 ｜ 西 尾 久
人文学部 ・ 理学部 ｜ 文部事務官 ｜ 能 波 輝 之
人文学部 ・ 理学部 ｜ 文部事務官 ｜ 山 崎 昌 代
人文学部 ・ 理学部 ｜ 文部事務官 ｜ 石 坂 稔
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人文学部 ・ 理学部 ｜ 文部事務官 ｜ 城 村 浩 司
教 育 学 部 ｜ 教 授 ｜ 黒 柳 晴 夫
教 育 学 部 ｜ 教 授 ｜ 古 川 政 明
教 育 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 竹 井 史
教 育 学 部 ｜ 助 教 授 ｜ 鼓 み ど り
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本学名誉教授入淳書夫氏が平成 7 年 4 月 1 3 日 に逝去 さ
れ ま し た 。 享年82歳。
同氏は， 昭和10年 3 月 東京帝国大学文学部心理学科 を
卒業 し， 同年 5 月 恩賜財団愛育研究所嘱託 と な り ， 同 1 2
年 4 月 愛知県宝飯郡形原尋常高等小学校代用教員， 同 1 3
年 4 月 名古屋市園町尋常小学校代用教員を経て， 周年 9
月 名古屋職業紹介所職業技手に任ぜ ら れ ま し た 。
そ の後， 昭和15年12月 司法省 （後の法務省 ） に入省 し，
司法保護官補に任ぜ ら れ， 以来， 同17年 6 月 矯正院教官，
同19年 7 月 に少年保護司， 同20年 3 月 に は矯正院教官，
同21年 6 月 少年保護司， 同22年 6 月 松江少年審判所へ配
置換， 同年11月 に は司法教官 と し て美保少年院第一課長
と な ら れ ま し た 。 更に， 昭和24年 4 月 多摩少年院勤務，
同25年 5 月 に 中央矯正保護研修所勤務， 同年 6 月 に 同所
教務課長， 同年1 1月 東京拘置所保安課警備事務取扱， 同
26年 6 月 に三重少年学院長 に配置換， 同29年 3 月 に は 大
分少年鑑別所長 と な ら れ， 各矯正教育施設 の要職を歴任
さ れ ま し た 。 次いで同30年 3 月 富山大学教育学部教授 に
就任 さ れ， 同53年 4 月 1 日 を も っ て， 停年退官 さ れ ま し
た 。 同年同月 本学発展 の た め に尽力 し た功績に よ り ， 富
山大学名誉教授の称号が授与 さ れ ま し た 。
同人は引 き 続 い て， 埼玉工業大学教授に 就任 さ れ， 昭
和58年 3 月 ま で教鞭 （心理学担当 ） を と り ， 同59年 4 月 ，
埼玉工業大学名誉教授の称号が授与 さ れ， そ の 後， 同60
年11月 3 日 多年に わ た り 高等教育等に貢献 し た功績 に よ
り ， 勲三等旭 日 中綬章が授与 さ れ ま し た 。
富山大学での教育者 ・ 研究者 と し て の 同 氏 は ， 教育学
部教育心理学の主任教授 と し て， 学科の充実発展 に尽す
一方， 特に同氏の専門 と す る教育心理学の立場か ら ， 社
会心理学の研究を推 し進め， こ れま で の 様 々 な 経験 に 基
づ き ， 非行少年の犯罪心理を理解す る た め， 臨床体験 を
通 し て， そ の心理を把握す る こ と の重要性 を提唱 さ れ，
学生 と 共に少年鑑別所や少年院を訪ね て実地観察参加を
図 ら れま し た。
同氏は， そ の研究成果 を 自 己 の教育研究の み に と ど め
ず， 広 く 地域社会へ と 目 を向 け， 富山 カ ウ ン セ リ ン グ研
究会の設立に尽力 さ れま し た 。 同研究会 の 発 展 の た め に
同氏は， 県下の司法， 保護観察， 社会福祉， 学校， 病院，
各種相談所等の諸関係機関に呼びか け， ス タ ッ フ の 充実
に努め， 自 ら も 会長 に就任す る な ど， 同会の指導的役割
を果たす と と も に， 富山県下 に お け る 「カ ウ ン セ リ ン グ」
につ いて の基盤を確立 し た功績は高 く 評価 さ れてい ます。
更に， 学生の情緒不安定 に よ る一時帰休者や退学学生
の継年的増加につ い て， 関係者の憂慮す る 深刻 な事態を
事前 に防 ぐ た め， 早期発見 ・ 早期治療の必要性を説 き ，
本学に赴任す る や い な や， 学生相談所の設置 を強 く 要請
さ れ ま し た 。 そ の熱意が実 り ， 昭和30年 8 月 本学 に 富山
大学学生相談所が開設 し ， 同氏は 自 ら率先 し て 同所委員
と し て参画 し， 学生カ ウ ン セ リ ン グの推進 を 図 ら れ， 熱
意を も っ て学生相談に応 じ， 学生の精神衛生上 の良 き 相
談相手 と し て， 献身的努力 を惜 し ま れ ま せんで し た 。
同氏は， 人格清廉， 資’性温厚かっ誠実に し て識見高 く ，
卓越 し た行政 ・ 教育 ・ 研究者の範と し て， そ の職務 を遂
行さ れ， 永年にわ た り 終始熱意を も っ て学生の教育 と 指
導 に あ た り ， 特に 「教育心理学」 を担当 し 数多 く の有為
な 人材を育成 し て き ま し た 。
以上の よ う に同氏は， 大学に於 け る 教育 と 研究， 特 に
教員養成並びに大学の厚生補導に精励 ・ 尽力 さ れ， 地域
社会に及ぼ し た影響 は多大な も のがあ り ， そ の功績 は ま
と と に顕著で、あ り ま す。
こ こ に同氏の御功績を偲び顕彰す る と と も に， 御冥福
を祈 り ， 謹んで哀悼の意を表 し ま す。
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��ミ』司
本 部
4 月 10日 入学式 （富 山市公会堂）
教養教育 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
学生部 ・ 保健管理 セ ン タ ー オ リ エ ンテー シ ョ ン
1 1 日 情報処理 セ ン タ ー 運営委員会
12日 就職 に関す る 講演会 （黒田講堂）
外国 人留学生 （学部新入生） に 対す る オ リ エ
ン テ ー シ ョ ン




自 己点検評価委員会委員長 と 各専門委員会
主査 ・ 副主査打合せ会
一般設備費等， 営繕関係経費 ヒ ア リ ン グ
（文部 省 ）
第 1 回留学生指導相談室運営委員会
第 l 回留学生部会， 留学生会館運営委員会
17 日 政府調達 に 係 る 説明会 （文部省 ）
情報処理 セ ン タ ー 運用 計画小委員会
18日 第 1 回放射性同位元素総合実験室運営委員会
第 5 回仕様策定委員会 （事務用電子計算機 シ
ス テ ム ）
第 1 回廃液処理施設運営委員会
19 日 外国人留学生に対す る 日 本語補講オ リ エ ン テ ー
シ ョ ン
厚生補導関係事業及 び留学生関係事業文部 省
ヒ ア リ ン グ
平成 7 年度大学 ・ 高等奨学事務協議会及 び奨
学事務説明会 （愛知県産業貿易会館）
20～21 日 東海 ・ 北陸地区国立学校等会計系部課長会議
（静岡大学 ）
21 日 第 1 回 自 己点検評価委員会
第46回北陸信越地区国 立大学図書館協 議 会
（上越教育大学）
24 日 第 1 回会計係長会議
第 1 回低温液化室運営委員会
25 日 第 1 回教養教育委員会管理運営専門委員会
26 日 中 部地区人事担 当課長会議（ 人事院）（金沢国税局）
学内概算要求 ヒ ア リ ン グ
授業料等減免選考委員会
公務員採用試験 に 関す る 説明会 （黒田講堂）
27 日 第 1 回教養教育委員会企画専門委員会
名 誉教授称号記授与式
事務電算化委員会
平成 7 年度当初予算勉強会 （金沢大学）




人 文 学 部 ｜
4 月 5 日 人事に関す る 検討委員会
学部学生生活委員会
10日 大学院人文科学研究科新入学生 オ リ エ ン テ ー
シ ョ ン





12日 学部新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン
新入生健康診断
独立大学院研究科 （博士課程 ） に 関す る 人 文
学部及 び経済学部 の 合同委員会
13日 前学期授業開始
17日 『人文学部 の し お り 』 編集委員会
18日 留学生受入れに伴 う 専門教育教官 の採用 に 関
す る 条件等検討委員会
19日 学部情報処理委員会
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教 育 学 部 1







附属 中学校及 び附属養護学校第 1 学期始業式




1 1 日 附属幼稚園入園式
11～12日 平成 7 年度教育学部新入生合宿研修 （ 国 立立














経 済 学 部 1







7 8  学部施設整備委員会 （持 ち 回 り ）
10日 夜間主 コ ー ス 新入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン （富
山市民プ ラ ザ ）
12日 独立大学院博士課程設置 に伴 う 合同打合せ会
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コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会
20日 富山大学経済学部校舎新営 そ の 他工事安 全祈
願 祭
25 日 学部教務委員会
26 日 日 本海経済研究所運営委員会
理 学 部 ｜






















工 学 部 1










1 1 日 学部就職指導委員会














24 日 第 1 回附属図書館商議会
水 素 同 位体機能研究センター ｜ 
4 月 25 日 第 l 回水素同位体機能研究セ ン タ ー運営委員会
第 1 回水素同位体機能研究セ ン タ ー専門委員会
地域共同研究センタ ー 1
4 月 7 日 地域共同研究 セ ン タ ー 運営委員会
14 日 地域共同研究セ ン タ ー 講演会
保健管理センタ ー ｜
4 月 12 日 新入生健康診断 （人 ・ 経 ・ 理学部 ）
1 9 日 新入生健康診断 （教 ・ 工学部 ）
24 日 X 線間接撮影 （ 3 年 ・ 4 年 ・ 大学院男子）
25 日 X 線間接撮影 （ 3 年 ・ 4 年 ・ 大学院女子 ）
羽 田 在学生定期健康診断 （教育学部 ）
27 日 X 線間接撮影 （ 3 年 ・ 4 年 ・ 大学院女子 ）
2泡 日 X 線間接撮影 （ 3 年 ・ 4 年 ・ 大学院女子）
報 第364号
一 幻 一
平成 7 年 5 月 発行 品H-r 報
資 料
平 成 7 年 3 月 卒 業 者 数
0 学 部
五て瓦議タ竺
5 3 2 フE
人 文 学 科 92 13 
人文学部 室関主口 寸,u.ニん． 文 学 科 84 5 
計 176 18 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 90 3 1 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 40 3 1 
教育学部 養護学校教員養成課程 18 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 28 
情 報 教 育 課 程 34 3 
計 210 10 3 
昼 経 済 寸ム孟4与－ 科 128 13 2 
間 経 営 学 科 123 10 2 
主 経 営 法 学 科 91 6 2 
コース 計 342 29 6 
経済学部
夜 経 済 学 科 1 12 1 
間 経 営 7ム主4与 科 20 2 
主 経 営 法 学 科 12 2 
コース 計 1 44 4 
計 2 386 33 7 
数 学 科 29 12 
物 理 A寸M一－ 科 23 1 1  5 
理 学 部 化 チA孟ι 科 36 9 
生 物 ザ＂＂＇」ー 科 28 4 1 
地 球 科 学 科 22 8 
計 138 44 7 
電 子 情 報 工 学 科 94 15 4 
機械 シ ス テ ム 工 学 科 2 62 16 
物 質 工 学 科 65 17 
化 学 生 物 工 学 科 64 4 
電 気 工 学 科
工 学 部 工 業 化 学 科 4 
金 属 工 学 科 2 
機 械 工 ザ＂＂＇与』 科 2 
生 産 機 械 工 学 科 3 
イヒ J寸＂＂＇一． 工 ザ，..，.，.ー 科 3 
電 子 工 学 科
計 2 285 52 18 
ムロ 計 4 1 , 195 157 36 
凶 平成 5 年度入学 は編入学。
- 28 -
第364号



































1 1  2 370 
17 4 1 1 ,414 
平成 7 年 5 月 発行 品同千 報 第364号
平 成 7 年 3 月 修 了 者 数
0 大 学 院
入学年度
5 4 3 {!; 計
研 究 科 専 攻
日 本 ・ 東洋文化専攻 12 13 
人文科学研究科 西 洋 文 化 専 攻 1 
計 12 14 
地域 ・ 経済政策専攻 2 2 
経 済 学 研 究 科 企 業 経 営 専 攻 3 1 4 
計 5 6 
数 学 専 攻 3 3 
物 理 学 専 攻 12 13 
理 学 研 究 科 イヒ 学 専 攻 13 13 
生 物 学 専 攻 8 8 
地 球 科 学 専 攻 6 6 
計 42 1 43 
電 気 工 学 専 攻 23 23 
工 業 化 学 専 攻 20 20 
金 属 工 学 専 攻 14 14 
工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 18 18 
生 産 機 械 工 学 専 攻 12 12 
化 学 工 学 専 攻 17 17 
電 子 工 学 専 攻 23 23 
計 127 127 
iコ� 計 186 3 190 
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平 成 6 年 度 大 学 院 研 究 科 修 了 者 一 覧
［人文科学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
日本 ・ 東洋文化 上 回 崇 仁
日本語 と朝鮮語にお け る 引用構文 の対照研究
( 13名） 一 引用 マ ー
カ ー の働 き を中心に ー
小 西 光 子 会話に お け る 沈黙と話題転換
鈴 木 和 子
北陸に お け る 中世集洛 の構造
一 遺構 の類型的検討を中心と し て ー
鈴 木 諭 洪永期遭運 ・ 水利政策 の政治史的研究
湯 麗 敏
周作人 と 日本文化
ー そ の翻訳理論 と実践 一
深 海 のぞみ 発話 の重複について の一考察
一 重複を修復す る ス ト ラ テ ジ ー を め ぐ っ て ー
藤 井 千 晶 自動詞 ・ 他動調 の対をなす動詞 の通時的研究
松 岡 弘 二 〈墜〉 ＝ 安部公房文学 の装置 と思考
森 洋 子
富山市街地域 の地蔵信仰
ー いたち川 ・ 松川沿 い の地蔵について の報告 一
山 田 寛 人
植民地朝鮮に お け る普通学校の日本人 教員に よ る朝鮮語学習
一 明治期か ら 日本 の敗戦 ま で ー
李 宏、
日本魯迅研究的萌芽和�靭
- 1 9 2 0 至 1 9 4 0 年 日本魯迅研究史 一
劉 暁 峰 日本に お け る 中国古代年中行事 の受容
植 田 晃 次 中国の朝鮮族 の朝鮮語にお け る 「規範語」 をめ ぐ っ て
西 洋 文 化
高 越 義 一 On the Definite Notional Subjects in English there- Sentences 
( 1 名）
［経済学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名 5命 文 題 目
地域 ・ 経済政策 奥 井 智 保 富山県にお け る商業 の近代化 と まちづ く り
( 2 名）
蘇 歴 銘 改革 ・ 開放政策 の下におけ る都市 ・ 農村問所得格差 の分析
企 業 経 営 小 川 浩 二
新 ・ 日本的雇用慣行に関す る一考察
一 終身雇用慣行， 年功賃金制度 の今後 一
( 4 名 ）
下 中 俊 彦 自動車 リ ー ス の実証的研究序説
松 原 義 弘
障害 者雇用法制 の現状 と課題
一 障害 者雇用促進法を中心と し て ー
沈 嘉 ｛青
日本企業 の中国進出に対す る チ ャ ン ス と リ ス ク
一 中国投資 リ ス ク ・ マ ネ ジ メ ン ト の概念 と方法の研究 ー
- 30 ー
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［理学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名
数 学 専 攻 青 木 一 人
( 3 名 ）
斎 藤 真 一
関 根 浩 司
物 理 学 専 攻 青 木 嘉 郎
(13名）
石 川 淳 二
浦 岸 博 明
高 松 靖 浩
堂 前 秀 浩
長谷川 勝 啓
原 黄 信
福 山 祥 光
藤 井 孝 大
室 作 喜代志
森 脇 克 也
陳 巾
小 野 邦 昭
化 学 専 攻 今 泉 純 ー
(13名）
織 田 英 伸
亀 田 栄 治
喜 多 紀 文
木 村 直 正
黒 田 和 義
近 藤 志 郎










Oscillation Theory of Neutral Differential Equations with Delay 
第364号
高エ ネ ルギ ー X線 ト ポ グ ラ フ ィ に よ る as-grown CZ- Si 結晶中の微小欠陥の定量的評価
Al-Cu-Cr系準結晶およ びそ の近似結晶の構造
波長可変炭酸ガス レ ー ザーを用い た分光系の開発
熱電能の磁場効果
多様体上の量子力学
磁性多層膜 ［Co/Cu] , [Fe/ Au］ の巨大磁気抵抗と 熱電能
レ ー ザーを用 い た二重共鳴分光
プ ロ ピオ ニ ト リ ル （C,H,CN ） 分子の マ イ ク ロ 波分光
イ オ ン注入に よ り 誘起さ れた結晶格子歪みの X線回折法 に よ る研究
Ni/Ti . Ni/Hfの界面に お け る 固相反応
高階微分を含む正準理論
量子的状態の間の距離
準結品の結晶学的研究 Al - Pd-Cr擬似De相お よ ひ．そ の近似結晶
イ オ ン対の抽出挙動と その分析化学への応用
イ ソ ブ タ ン の選択的酸化お よ びア ン モ酸化触媒の探索
一 複合 ビス マ ス ・ モ リ ブデ ン酸化物触媒につ いて ー
新規なパナ ジ ウ ム （ DI ） 錯体の構造 と 物性
振動分光法に よ る 相転移の研究
ブ タ ン酸化 に よ る無水マイ レ ン酸合成触媒 （VO) 2P201の調製と 酸化活性
ク ロ メ ン誘導体の合成研究
大環状共役 ジ ケ ト ン化合物の合成 と性質
ポ ル フ ィ リ ン お よ び フ タ ロ シ ア ニ ン誘導体の合成と性質
パ ラ ジ ウ ム触媒を用 い る ヘ テ ロ環形成反応の立体制御 と そ の利用
金属 り ん酸塩に よ る イ ソ 酪酸メ タ ク リ ル酸への酸化脱水素反応
ジ ル コ ニ ウ ム基合金に お け る水素同位体の扱蔵 と構造に関す る 研究
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専 攻 氏 名 論 文 題 目
渡 遁 静 秋 遷移金属触媒を用 い る高立体選択的な ヘ テ ロ環構築法の開発 と天然物不斉合成への応用
夏 敏 メ ン プ ラ ン フ ィ ル タ ー を用 い る水中の微量成分の濃縮 と 定量
生 物 学 専 攻 金 子 信 章 再授精の情報伝達機構
( 8 名）
佐 藤 尚 史 パ ラ 科キイ チ ゴ属 と 同科数属の托葉の形態学的研究
柴 田 優 完全寄生植物ネ ナ シ カ ズ ラ 属 に存在す るrbcL遺伝子の構造の特徴と機能発現
渋 谷 知 子 暗所での ク ロ ロ フ ィ ル合成に関与す る シ ダ葉緑体遺伝子の構造の特徴
藤 田 謙 二 細胞膜 シ ー ト 上の繊毛打頻度の解析
藤 彦 祐 貴 キ ン ギ ョ の血中 カ Jレシ ト ニ ン濃度 ： カ Jレ シ ト ニ ン と生殖生理と の関係
前 回 土 ク ラ ミ ド モ ナ ス の鞭毛成分に対す る モ ノ ク ロ ー ナ ル抗体 mAb55 と mAb79について
湯 川 ｜ 泰 ゴマ に お け る脂肪酸不飽和化酵素遺伝子の ク ロ ー ニ ン グと 発現
地 球 科 学 専 攻 北 原 健 姫川 ト虫川流域のベルム 系
( 6 名）
木 戸 瑞 佳 降水の酸性度調査 と酸性雪の作成
越 川 博 之
水圧を受 け る 積雪の変形およ び破域
ー ス ラ ッ シ ュ雪崩の発生機構に関す る実験 一
田 中 彰 子
第四紀の地磁気変動に関す る研究
一 中期更新世の地磁気エ ク ス カ ー シ ョ ン ー
宮 本 淳 グ リ ー ン ラ ン ド氷床コ ア の力学的特性
出 迫 文 崇
地震測地周期帯の地球 ダイ ナ ミ ク ス
ー コ ア ・ ア ン ダー ト ー ン， ス リ ヒ タ ー モ ー ド検出の試み ー
［工学研究科 （修士課程） ］
専 攻 氏 名 論 文 題 目
電 気 工 学 専 攻 荒 井 康 寿 ラ プ ラ ス 変換法に よ る音波伝播の境界要素 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
(23名）
稲 垣 征 司 多足 ロ ポ ッ ト の歩行運動 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン と設計
井 ノ 口 英 明 オ ー プ ン コ ア形単相 リ ニ ア ア ク チ ュ エ ー タ に関す る研究
奥 田 達 哉 伝送線路形変成器の解析
角 谷 和 信 視索上核ニ ュ ー ロ ン活動に対す る酸性線維芽細胞成長因子及び関連ペプチ ド の作用
河 上 寛 単細胞生物の電界融合及び接合 と分裂時 に お け る 電界効果
北 村 充 宏 コ オ ロ ギの求愛歌発音に関与す る神経系に関す る研究
木 戸 利 明 カ エ ル座骨神経 に お け る 活動電位の発生及び伝導に関す る基礎的研究
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専 攻 氏 名 論 文 題 自
五 味 利 彰 入出力線数に制限があ る N A N  D ゲー ト 回路の設計法
佐 伯 善 隆 分布定数形変成器の巻線間電界分布の解析
作 本 憲 大 降雪電気量測定に よ る冬季言雲の電気的振舞い と そ の構造の推測
佐 々 木 超 悟 細胞用電気 ピ ン セ ッ ト の開発 と そ の電界融合一培養装置への応用
関 根 佳 宏 酸化物粒子を用 い た 2 端子およ び 3 端子電力用素子の基礎研究
高 野 博 之 小脳皮質プJレキ ン エ細胞の コ ン プ レ ッ ク ス スパイ ク 活動に対す る ハ ルマ リ ン の作用
舘 野 晃 司 ニ相交流磁気誘導浮揚形 リ ニ ア モ ー タ に関す る 研究
福 島 和 之 呼吸 リ ズム の位相遷移に対す る歩行開始相の影響に関す る 研究
増 野 武 裕 B D D  （二分決定 グ ラ フ ） を用 い た N A N  D ゲー ト 回路の設計法
南 島 正 範 交流 フ ィ Jレ タ を も っ三相整流回路の高調波電流算定法に関す る 研究
保 多 洋 プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ シ ス テ ム に お け る マ ッ チ ア ルゴ リ ズム に関す る研究
山 下 智 史 ニ ュ ー ラ Jレネ ッ ト に基づ く イ ン ピー ダ ン ス C Tの シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
八 町 暢 彦 植物の発芽 ・ 発根過程に及ぼす電気的効果
チ ＋ ヒ ヨ ノ ウ ィ ポウ ォ 超音波モ ー タ の有限要素 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
陸 清 明 逆 フ ィ ル タ 法に よ る 超音波診断装置の距離測定性能の改善
工 業 化 学 専 攻 磯 部 淳 フ ェ ナ ジ ン系抗生物質 ラ パ ン ズ シ ア ニ ンの合成研究
(20名 ） 岡 崎 芳 美 ト リ シ ク ロ ［5.3 . 1 .0］ ウ ン デカ ト リ エ ニル ア ニ オ ン の ［1 ,6］ シ グマ ト ロ ビ ー転位
亀 田 有 純 両親媒性 β構造鎖中の ピ レ ニ Jレア ラ ニ ン の円二色性お よ び後光ス ベ ク ト ル挙動
熊 木 悟 志 The Oxidative Damage of Biomolecules Induced by “Photo -Fenton’s Reagent" .  
品 川 一 大 ポ リ マ ー吸蔵過酸化水素に よ る ア ル ケ ン類の エ ポ キ シ化に関す る研究
中 野 昌 司 D N A  strand scission and syntheses of new “light-activated reagents ” 
伊 藤 一 美 P C  R法によ る 人生唾液中の 口腔内細胞か ら の D N A型検出
演 回 一 広
Model and Mechanistic Investigation for the Self -Condensation Reaction of 
Sulfenic Acids 
林 屋 晶 子 窒素原子含有の ヘ テ ロ 環モ ノ マ ー類の重合反応、
樋 口 陽 子 夕張、 太平洋両炭中の極性成分の化学構造
平 野 幸 基 S一架橋 ア ヌ レ ン類の合成と性質
福 島 和 彦 Thermal Decomposition and Mass Spectra of Arylphosphoric Triamides 
- 33 -
平成 7 年 5 月発行
専 攻 氏 名
不 破 茂 朝
堀 井 一 宏
三 浦 勝 幸
水 谷 誠
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高 嶋 敏 昭
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(18名 ）
角 野 真一郎
小 坂 誠 二
小 林 英 一






ヒ ド ロ キ サ ム酸エ ス テ ル誘導体を ア ミ ノ 化目lj駆体 と して用い る反応系の検討
ー ス ル フ ィ ルイ ミ ン類の新規合成法の開発 一
ト リ チ ウ ム の紫外線誘起酸化反応に関す る研究
ー オ ゾ ン添加に よ る反応速度促進機構の解明 一
比較的弱い塩基を開始剤 と し て 用 い た ア ン フ ィ フ ィ リ ッ ク 重合




環状 シ ア ナ ミ ド類の熱分解 と 防燃効果およ び熱分解生成物のHPLCに よ る 分離定量に関す る研究
シ ク ロ プテ ン を縮環 し た七員環化合物の合成
Synthesis of HNP - 1 ,a  Basic Antimicrobial Peptide 
from Human Neutrophil , and its Membrane Permeabilization Properties 
Gaに よ る Al -9mass%Mg合金の耐食性の劣化機構
ニ ッ ケ ル基合金に析出す る T ’ お よ び T ”相の成長に伴 う 形態変化
浸炭鋼の シ ョ ッ ト ピー ニ ン グに関す る研究
4 2Ni- 37Fe- 16Cr-3Nbー 1 .6Ti合金 に お け る 7 ’ お よ び 7 ”相の析出と成長
Sm-Co磁石ス ク ラ ッ プか ら の有価金属の湿式回収
Ti- 15V-3Cr-3Al-3Sn合金にお け る PFZの形成に及ぼす熱処理の影響
Al - Cu合金の腐食特性に及ぼすAl,Cu金属間化合物の影響
純銅の焼純双晶か ら種付け ・ 一方向凝固 し た育成粒界に関す る 研究
Fe- Mn酸化物の炭素還元過程に お け る 生成炭化物に関す る研究
溶湯噴射法 に よ る Al,O,p/Al複合材料の粒子分散 と そ の再結晶について
Al 一Mg- Si合金の時効析出に対す る加工と予備時効の影響
Ni-22Cr-9Mo -5Fe-4Nb合金の時効硬化 と T ”相の成長
Al,O,p/ A356合金複合材料の プ リ ス タ 及び ミ ク ロ 組織にお よ ぼす微細粒子の影響
銅ー亜鉛合金におけ る α相の晶癖面に及ぼす亜鉛濃度の影響
ス タ ッ ガー ド配列 フ ィ ン付管群の渦発生周波数に及ぼす流れ方向管 ピ ッ チ お よ び管列数の影響
高温に お け る粉体の断熱特性に関す る 研究
窒化珪素の疲労 き 裂進展特性に関す る研究 （応力比並びに応力遮蔽効果について）
小口径水平円管内の気j夜二相流の流動特性 （D=l .8mm,3mm,5mmの実験結果の比較）
ク リ ッ ク 鞍形板ばねを用 い た は い ず り 型微小走行機械の研究
平成 7 年 5 月 発行
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高 橋 文 峰
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乗 回 一 憲
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高 橋 英 司
中 川 博
中 西 治 雄
橋 本 清 春
村 地 良 二
山 本 将 之
李 品 燦







薄膜におけ る転位の応力場に関す る 分子動力学的研究
題 目
同l体 ロ ー ラ に よ る転が り すべ り 接触に よ っ て発生 ・ 進展す る き 裂の熱応力拡大係数
流動体を媒介 さ せ た変位拡大微小機構の研究
摩擦熱を伴 う 転が り 接触を受 け る 被覆材表面 き 裂の応力拡大係数
大型加熱面の ミ ス ト 冷却に関す る研究
熱プ ラ ズマ実験装置の試作な ら びに放電時の マ ク ロ 的特性に関す る研究
生体硬組織 （骨） の疲労破壊に関す る研究
第364号
イ ン ラ イ ン配列 平滑管群の渦発生周波数に及ぼす流れ方向管 ピ ッ チ お よ び レイ ノ ルズ数の影響
窒化 ク ロ ム被覆鋼の耐食性評価と腐食疲労強度特性に関す る研究
自動オ ン オ フ駆動に よ る 自 由型パイ プ ロ イ ンパク ト ユ ニ ッ ト の研究
ス タ ッ ド フ ィ ン付縦型伝熱面 に よ る水の凝固 ・ 融解に関す る実験的研究
非定常細線加熱法に よ る エ マ ル シ ョ ンの熱伝導率測定に関する研究
ス タ ッ ド フ ィ ン付縦型伝熱面に よ る 氷の融解に関す る解析的研究
ワ イ ヤ放電加工の加工 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
超精密旋盤を用 い た ゾー ン プ レ ー ト 描画に関す る研究
AI合金粉末成形材料の ミ ク ロ 組織制御 と強度特性向上に関す る研究
高分子材料の摩擦摩耗特性に関す る研究
背景を基準に し た ス テ レオ写真法に よ る三次元座標の決定
負荷応答型切断 シ ス テ ム に関す る基礎的研究
軸力オ ブザーパの使用 に よ る ス プール変位 フ ィ ー ド パ ッ ク 型比例弁の特性改善
ア ル ミ ニ ウ ム デ ィ ス ク 加工過程にお け る 形状ひずみの発生 と残留応力分布に関す る研究
熱間押出 し加工にお け る角形 シ リ ン ダー の寸法精度向上に関す る研究
耐熱難加工合金の超塑性特性評価法に関す る研究
相関を用 いたサ プ ピ ク セ ル画像処理
画像処理 に よ る 自動供給装置上の工作物の判別
霞体内 自然、冷却 シ ス テ ム の高効率化に関す る研究
傾斜半円柱乱流促進体に よ る 伝熱促進
一 最適設置条件 と境膜厚さ と の相関 一
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作 田 定 之
高 橋 潤




ク ロ マ ト 分離操作の ラ ン タ イ ム最適化
報
文
コ バル ト ［ II ］ 錯体に よ る酸素の吸着特性
第364号
題 目
表面培養法を用 い た 白色腐朽菌 Coriolus versicolor に よ る リ ク．ニ ン分解酵素の生産
液中斜面上での異形微細粒子郡の連続分離に関す る基礎的検討
2 成分溶媒を含むポ リ マ ー溶液の乾燥にお け る物質移動機構
粉粒体挙動に及ぼす粒子形状効果
ポ リ ア ク リ ルア ミ ド加水分解ゲルに よ る 金属イ オ ン の吸着特性
回転振動傘型円板に よ る微細粒子郡の乾式形状分離
一 分離特性に及ぼす操作条件の影響 一
ダ ブル ジ ェ ッ ト 式連続乳化器の特性
シ リ カ ゲJレの物性健と そ の応用
米粒内部の含水率変化に伴 う 応力変化
気泡塔内 にお け る ガス ホ ー ル ド ア ッ プ分布
ト リ ・ n ー オ ク チ ルホ ス フ ィ ン オ キ シ ド に よ る 有機酸の抽出
生酵母の特性を利用 し た有用物質の生産のための新規生物プロ セ ス の開発
水溶液の加熱冷却に よ る 二重拡散対流
一 対流セ lレの構造 と界面近傍での移動現象 一
GaAs (001) 函上へのGaseの ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
ネ マ チ ッ ク 液晶セルに お け る 分子配列
一 配向膜ポ リ マーの分子構造の影響 一
ゲー ト を通過す る物体の種類判別と計数 に関す る 研究
液品の分子構造 と壁面配向特性
自然言語テ キ ス ト か ら の知識自動獲得方式の研究
R H E E  D強度振動を用 い たBi系酸化物超伝導体薄膜の原子層成長
S m A液品 に よ る 偏波面制御素子
Si (001) 基板上へのSi,-.Ge.混品のM B E成長
オ ブ ジ ェ ク ト 指向に基づ く シ ー ケ ン ス制御用言語の I L 言語への コ ンパイ ラ の試作
音響的仮想現実感 シ ス テ ム の作成
分散型E L パ ネ ルの マ ト リ ッ ク ス駆動特性
ア ン ト ラ セ ン誘導体を用 い た有機 E L 素子の電気的 ・ 光学的特性
平成 7 年 5 月 発行
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辻 正 博





山 崎 謙 一








汎用 を 目 指 し た文書画像認識 シ ス テ ム に関す る 研究
焦電検出法に よ る 硫酸 グ リ シ ン の強誘電分域構造の観察
エ リ ア ベ ー ス マ ッ チ ン グに よ る ス テ レ オ ビ ジ ョ ン
長鎖ア ノレキ ルT C N  Q ・ L B 膜の構造評価
題
文書画像認識 シ ス テ ム の視覚障害者用 イ ン タ ー フ ェ イ ス に関す る 研究
Ge/Si (001) 基板上へのInSb薄膜の ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長
知識ベ ー ス を利用 し た 自然言語テ キ ス ト 検索方式の研究
障害者用情報入力 イ ン タ ー フ ェ ー ス に関す る 研究
反強誘電性液品の分子配列 と そ の過渡応答特性
カ ラ ー画像中の文字列抽出に関す る 研究
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